
昭和２５年

　  ４３年

    ４４年

    現  在

古賀政男より作曲について学び、阿部保夫よりギターを学ぶ。

ラテングループ「トリオ・ロス・カパジェロス」を結成。

作曲家としてのデビュー曲『二人の世界』を発表、石原裕次郎が歌唱して大ヒットとなり

同名映画も作られる。

その後『泣かせるぜ』『逢えるじゃないかまたあした』を発表  いずれもヒットする。

ムード歌謡コーラスグループ「東京ロマンチカ」を結成。

グループを基盤に『小樽のひとよ』『旅路のひとよ』『君は心の妻だから』を発表 

大ヒットとなる。

テレビでは「アップに耐える顔」としてコント等でも活躍する。

グループの活動と作曲家として活躍中。

 

静岡県浜松市で生まれる

テイチクレコードから『白百合の君』でソロ歌手としてデビュー

東京ロマンチカに参加

三條正人の独立後は東京ロマンチカのメインボーカルとして活躍中。

昭和４９年

    ５７年

    ５９年

    ６０年

    ６２年

    ６３年

平成  ２年

      ５年

      ９年

『さだめ』

『あなたを待ちます』

『ひとりの札幌』

『他人妻』

『おんなの生命』

『小樽のめぐり逢い』

『北のふたり旅』(デュエット曲)

『愛のぬけがら』

『ふたりの海峡線』

昭和４２年

    ４３年

    ４４年

    ４７年

    ４９年

    ５３年

    ５４年

平成  ４年

      ９年  

『小樽のひとよ』

『旅路のひとよ』

『君は心の妻だから』『北国の町』

『秘密』

『ああ北海道には雪が降る』

『北の都の物語』

『明日からあなたは』

『澄んだ瞳のままで』

『悲しい歌謡曲』

  

 昭和３５年

     ４０年

 

      

     ４１年

     ４２年

       ↓

 

     現  在

鶴岡  雅義

滋賀県大津市で生まれる。

法政大学在学中にコーラスグループを結成  ダンスホールでプロ歌手として活動を始める。

東京ロマンチカのボーカルとして迎え入れられる

女優 香山美子と結婚(故郷の近江神宮にて挙式)

ソロ歌手としてデビュー

東京ロマンチカに復帰

ソロ歌手として再デビュー

テレビドラマの主題歌『ひとりの札幌』が大ヒット話題となる。

(ＴＢＳ系列「雪舞い」･主演 香山美子)

『小樽のめぐり逢い』日本作詞大賞を受賞(作詞 池田充男・作曲 鶴岡雅義)

歌手生活３０周年を迎え 記念曲『愛のぬけがら』を発表

東京・大阪にて記念リサイタルを行い好評を博す(ゲストに鶴岡雅義を迎える)

「エプソン ビジネスカラープリンター」のＴＶＣＭに出演(ＣＭソングも歌唱)

歌手生活４０周年を迎え、１月フリーボードレコードより新曲を発売

『京都・夢草子』『母に贈るワルツ』 

東京ロマンチカとの共演の他 ソロとしても活躍中

三條  正人

 昭和１８年

     ３８年

     ４２年

     ４８年

     ４９年

     ５３年

     ５７年

     ５９年

     ６３年

平成   ５年

 

       ９年

     １５年 

      

　　 現  在

浜名 ヒロシ

【代 表 曲】

鶴岡雅義と東京ロマンチカ                                      三條  正人


